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林 直人

業務経歴

関西電力(株)の電力小売部門にて、エンジニア、企画・戦略

策定、サービス開発、コーポレートPPA組成を中心に、GHG削

減支援事業を推進。

2025年7月よりE-Flow合同会社に出向、現職。系統用蓄

電池、再エネ電源の運用業務に従事。
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• コーポレートPPA組成

- 日本生命、JR西日本、京阪HD、阪急電鉄、甲子園球場 他

• グラングリーン大阪 エリアエネルギーマネジメント

• 24/7CFEを目指したアワリーマッチングシステムの実証

業務実績

登壇者の経歴／概要

hayashi.naoto@eflow.co.jp

E-Flow合同会社

DER営業本部 蓄電池・再エネ営業部長
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○GHGプロトコル scope2改訂において、特に影響の大きな論点は①アワリーマッチング、②供給可能性、③標準供
給サービスと想定される。

なぜ今、アワリーマッチングか

論点 現状 改訂案

1 アワリーマッチング
Hourly Matching

年間の平均 PPA等の契約に基づく非化石電
源の調達は、1時間ごとのマッチ
ングを求める

2 供給可能性
Deliverability

日本全体 PPA等の契約に基づく非化石電源調達は、
供給エリアを越える場合は、供給可能性を
示す必要

3 標準供給サービス
Standard Supply Service; SSS

FIT・FIP電源の非化石証書で100%主張
可能

公的支援・規制による非化石電源は当該
エリア系統に占める平均パーセンテージまで
のみ主張可能



3SBTi Ver2のアワリーマッチング要件

区分 対象 概要 必須／任意

近接目標
Near-term Targets

Scope1、Scope2、
Scope3（Category 
A）

5年間の科学的根拠に基づく削減目標。すべての企業
がScope1・2を設定し、Category A企業はScope3も
設定する。

必須
（Scope3はCategory 
Aのみ）

長期目標
Long-term Targets

Scope 1、Scope 2、
Scope 3

2050年まで（またはそれ以前）に残余排出水準へ到
達する目標。Scope1では目標設定手法によって必須と
なる場合がある。Scope2・3は任意。

Scope1は条件付き必
須
Scope2・3は任意

ネットゼロ目標
Net-zero Target

Scope 1、2、3全体
Scope1・2・3の近接目標・長期目標に加え、ネットゼロ
年に残余排出をNeutralizationする包括目標。

任意

アワリーマッチング認定
Scope 2 Hourly Matching 
Recognition Program

Scope 2

10GWh/年以上のActivity Poolを対象に、ア
ワリーマッチング率の算定、開示、第三者保証の
取得、公開への同意、認定プログラムへの参加意
思表明等を求める。

算定・開示は必須、
認定プログラム参加は任意
（Category A）

OER認定
Ongoing Emissions 
Responsibility Recognition 
Program

継続排出（Scope1・
2・3に由来する継続排
出）

高品質な炭素クレジットやその他の気候貢献により継続
排出への責任を果たす企業を認定する制度。排出削減
の代替ではなく補完。

任意認定（2035年以
降は要求事項化予定）



１．E-Flowのご紹介

２．アワリーマッチングの実証｜フィジカルPPA

３．アワリーマッチングの拡張｜バーチャルPPA

１．E-Flowのご紹介

２．アワリーマッチングの実証｜フィジカルPPA

３．アワリーマッチングの拡張｜バーチャルPPA
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○ 2023年4月、E-Flowは関西電力は100％子会社として設立。

○ E-Flowは、今後さらなる拡大が期待される「DRリソース」、「再生可能エネルギー」、「系統用蓄電池」などの
分散型エネルギーリソースの運用に特化した日本初の会社。

E-Flowの事業コンセプト

統括G

技術G

ゼロカーボンソリューションG

eモビリティ事業G

社会インフラ事業G

万博・IR PT

リソースアグリゲーション事業G

企画
部門

営業
部門

ソリューション
本部

CRM
部門

開発
部門

E-Fow合同会社／E-Flow LLC

設立日 2023年4月3日

代表者 社長 松田拓

所在地 大阪府大阪市中央区高麗橋3-1-6
関電不動産高麗橋ビル 4F

資本金 3,000万円

資本構成 関西電力株式会社100%

主要事業 • デマンドサイドのリソースを活用した電力市場
取引事業

•系統用蓄電池の運用受託事業
•再生可能エネルギーのアグリゲーション事業

スピンオフ
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○系統用蓄電池や再エネ電源のアセットオーナーより運用受託。

○VPP事業、系統用蓄電池事業、再エネアグリ事業を通じ、ゼロカーボン、電力需給の安定化、アセット保有者の
収益向上に貢献。

事業概要
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○中央給電指令所が、各エリアの系統状況を監視し、需給状況に応じて、水力、火力といった大規模電源を
制御し、安定的にお客さまに電気をお届け。

従来の電力供給のイメージ

シンプルな電気の流れ

揚水発電

火力発電

原子力発電

水力発電

電源設備

家庭

オフィス

お客さま

中央給電指令所等

架空・地中
送電線

変電所 配電線
送電線

電力流通設備

工場電力の需給バランスを監
視・制御

制 御

参考
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○従来の大規模電源に加え、太陽光、風力などの再生可能エネルギー、さらに大規模蓄電池も拡大。

○また、お客さまの保有するEVや蓄電池、生産設備等のリソースの活用も進む。これら社会に広く分散するリソース
を束ねて運用制御する事業者がアグリゲーターの役割。

これからの電力供給のイメージ

揚水発電

火力発電

原子力発電

水力発電
家庭

オフィス

中央給電指令所等
架空・地中
送電線

変電所 配電線
送電線

工場

従来の電気の流れ

＋

風力発電 太陽光発電
お客さまリソース
活用拡大再エネ・蓄電池の活用拡大

＋
蓄電池

EV 蓄電池

自家発 生産設備

アグリゲータが運用

既存電源 お客さま電力流通設備

変動電源

エコキュート

縮小が
続く

参考



9E-Flowの再エネへの関与
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○E-FlowはオフサイトPPAでの電力・非化石証書の移転の役割を担う。

○アワリーマッチングの実装方法は、フィジカルPPAとバーチャルPPAで異なる。

フィジカルPPA／バーチャルPPA

フィジカルPPA バーチャルPPA

電力受給契約

フィジカルPPA契約
電力需給契約

発電BG
運用委託

発電 小売 需要家

電力＋
非化石証書

E-Flowは発電BG運用、再エネ電源から発電された電力と
非化石証書を小売事業者に渡す役割

E-Flowは発電BG運用、再エネ電源から発電された電力を
市場に売電、非化石証書を需要家に渡す役割

バーチャルPPA契約

発電BG
運用委託

発電 需要家非化石証書

電力
卸電力取引市場



１．E-Flowのご紹介

２．アワリーマッチングの実証｜フィジカルPPA

３．アワリーマッチングの拡張｜バーチャルPPA

１．E-Flowのご紹介

２．アワリーマッチングの実証｜フィジカルPPA

３．アワリーマッチングの拡張｜バーチャルPPA



12フィジカルPPAでのアワリーマッチング証明の取組み

取組みの概要

発電量 消費量

○ フィジカルPPAを組成した発電・需要家を対象としたシステム

実証。

○ 発電データと需要家の消費データに対し、時間ごとのデータ

管理基盤を構築。

○ 抽出されたデータをブロックチェーンに記帳し、真正性を担保。

BC

管理

記帳

実証システム

フィジカルPPA
太陽光発電所

フィジカルPPA
需要家

関西電力：2025年12月22日公表
https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/notice_pdf/20251222_1.pdf

https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/notice_pdf/20251222_1.pdf
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○フィジカルPPAにおける発電・需要データを中心に、発電・需要の1時間単位の配分・マッチング、時刻別のCO2排出
係数の算出、各種システム連携を試行。

実証の目的

複数の発電所・需要地に対する
配分とマッチング

PPA受電地点ごとの時刻別CO2

排出係数の算出
自動実行のための各種システム
連携

PPA受電時間帯
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○兵庫・和歌山・奈良・滋賀にて開発された低圧太陽光発電所112地点の発電電力を複数の需要地へ配分、
アワリーマッチングの可視化を実施。

複数の発電所・需要地に対する配分とマッチング

当日投影のみ



15複数の発電所・需要地に対する配分とマッチング 参考

当日投影のみ
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○系統電力の時刻別CO2排出係数にPPA受電電力を加味した、需要地における時刻別CO2排出係数を算出。

時刻別CO2排出係数

当日投影のみ



17時刻別CO2排出係数 参考

当日投影のみ
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○昼間時間帯におけるPPA電源の受電、系統電力(火力)の比率の減少により、CO2排出係数が低下。

○相対的に夜間の非化石価値が希少となる他、再エネの夜間移行や需要の昼間移行といった蓄電池による
タイムシフトの価値が向上する。

同じ非化石価値でも、「時間」によって希少性が変わる
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１．E-Flowのご紹介

２．アワリーマッチングの実証｜フィジカルPPA

３．アワリーマッチングの拡張｜バーチャルPPA

１．E-Flowのご紹介

２．アワリーマッチングの実証｜フィジカルPPA

３．アワリーマッチングの拡張｜バーチャルPPA
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○我が国では同時同量の価値は「特定電源価値」として整理され、電力に紐づく価値と解釈できる。

○この解釈下では、再エネ電力取引を要さないバーチャルPPAでは、アワリーマッチングは主張できない。

○一方、世界では24/7CFEの要件となる規定が存在する。

バーチャルPPAとアワリーマッチングの関係

経産省; 2020/1/31 第38回制度検討作業部会、資料4 非化石価値取引市場について
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/038_04_00.pdf#page=10

同時同量は電気価値に
紐づく

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/038_04_00.pdf#page=10
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○年間を通じた非化石電源のアワリーマッチングを目指す国連主導のイニシアチブ・24/7CFE Compactでは、
アワリーマッチングの実現方法を「Enabling 24/7CFE」に規定。

○Enabling 24/7CFEにおいて、具体的なアワリーマッチングの方法論としてEAC(非化石証書）の活用、
Energy TagのGCスキームに言及

アワリーマッチングの方法論 非化石証書を活用したGCスキーム

24/7 Carbon-Free Energy Compact GUIDEBOOK 2026 Version
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf

発電から消費までの電力フローを照合
できる場合に主張を認める。

属性はエネルギー属性証書（EAC）
または法的契約を通じて追跡する。

例えば、EnergyTagは「時間粒度証
明（Granular Certificate: GC）制度」
を開発している。

https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
https://247-carbon-free-movement.cdn.prismic.io/247-carbon-free-movement/acU-QpGXnQHGY_6O_GuidebookVersion2.pdf
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○GCスキームによるアワリーマッチングの基準・要件を定めた、事実上の国際標準。

Energy Tagによるアワリーマッチングの方法論 GC Scheme Standard 参考
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○GC Scheme Standardでは、時間粒度証明(GC)の発行から償却までのプロセスについて、3手法を提示。

○その中の、Config3は日本の非化石証書を用いたアワリーマッチングを可能としている。

GC Scheme Standardでの規定

Config1 Config2 Config3

概要
既存の証書そのものの時間粒度を
高め、GCとする

既存の年間単位での証書スキー
ムに時間単位のGCを補完

償却済み証書を基にGCを発行

日本の非化石制度変更 要 不要 不要

日本の非化石証書での
対応

不可
不可
（I-RECでの対応） 可

GC発行者 既存の証書発行機関
第三者または証書発行機関
（証書発行機関の承認が必要）

独立したGC発行者
（証書発行機関の関与不要）

GC発行タイミング
TSO計量データに基づき直接
発行

証書と並行発行
証書償却後に発行
（即時償却）

GCの譲渡 可能 証書スキーム次第で可能 不可

非化石証書を用いた
アワリーマッチングが可能



24米国PJMによる同時同量証書の発行

PJM EIS、エネルギー証書を時間

単位で発効へ

PJM EISは、2023年3月より、PJM地域の発電に対し

て時間単位でタイムスタンプ付きの証書を提供し、24

時間体制でのカーボンフリーエネルギーの調達および

追跡に対する高まる需要に応えます。

PJM EISは、PJM Interconnection, LLCの子会社

であり、発電属性追跡システム（GATS）を運営してい

ます。GATSは、カーボンフリーエネルギー市場に関わる

買い手と売り手のニーズに応えるために設計された取引

プラットフォームであり、一般家庭やアグリゲーターから、

州および連邦政府機関、さらには自らのカーボンフットプ

リント削減を目指すその他の市場参加者まで幅広く利

用されています。

電力会社および発電事業者の双方にとって、GATSは

再生可能エネルギー利用基準（RPS）への適合や排

出量の開示といった、電力運用に関連する州および連

邦の環境要件の達成を支援します。

各証書は1MWhの発電量を表し、発電所の所在地、

排出量、燃料源、運転開始日などの情報が含まれます。

これまでGATSは、月単位の発電量に基づいて証書を

発行してきましたが、今回、エネルギーが「どこで」生産さ

れたかに加え、「いつ（何時・何日）」生産されたかを

反映する、時間単位のタイムスタンプ付き証書を発行

する米国初の登録機関となります。PJM EISの社長で

あるケン・シュイラー氏は次のように述べています。

「顧客は、クリーンエネルギーを促進する新たな仕組みの

創出に活用できる、より詳細でリアルタイムなデータに関

心を持っています。GATSが提供する独自のデータを活

用することで、顧客はエネルギー利用についてより的確な

判断を下すことが可能になります」

24/7CFEの考え方を支持する人々は、時間単位の証

書によって、大規模な政府機関や企業を含む電力需要

家が、1日のあらゆる時間帯におけるカーボンフリーエネル

ギーの供給状況に応じて電力消費を最適化できるとし

ています。また、市場を通じてこうした需要が示されること

で、現在は再生可能エネルギーの供給が不足している

時間帯を補う、新たなカーボンフリー発電設備の導入

を促す可能性もあります。PJM; 2023/2/13 PJM Insde Lines
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-
produce-energy-certificates-hourly/

参考

https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
https://insidelines.pjm.com/pjm-eis-to-produce-energy-certificates-hourly/
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○年間単位の非化石証書に、時間単位の発電・需要データを付与。

○①需要家に移転・償却した非化石証書をもとに、②発電・需要データの時刻別データを記録し、③時間粒度証明
(GC)を発行・償却することで、バーチャルPPAによるアワリーマッチングが成立。

バーチャルPPAによるアワリーマッチング

当日投影のみ
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○再エネ電源に蓄電池を併設することで、夕方・早朝時間帯に再エネ発電電力をタイムシフト。

○再エネが不足する時間帯へ価値を移し、より価値の高い非化石証書を創出。

蓄電池により「時間価値」を高める

蓄電池設置

電力

非化石証書

制御EMS

ECO

ECO GC

市場売電

発電事業者 需要家

アワリーマッチング
非化石証書

アワリーマッチング組成
エージェント

電力需要データ
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○再エネ電源への蓄電池併設に留まらず、遠隔の系統用蓄電池を活用した再エネの充放電も検討の可能性。

○再エネのみならず、系統用蓄電池の運用リソースを豊富に備えたプレーヤーがアワリーマッチング価値を高める
主力プレーヤーとなるか。

今後あり得る蓄電池の利活用方法｜遠隔蓄電池の可能性

経産省; 2025/6/3 第74回再エネ大量導入・次世代電力
NW小委員会
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryok
u_gas/saisei_kano/pdf/074_01_00.pdf#page=98

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/074_01_00.pdf#page=98
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/074_01_00.pdf#page=98


28E-Flowの系統用蓄電池運用リソース実績

＊2026年8月時点

北海道エリア 東北エリア

中部エリア東京エリア 関西エリア

四国エリア 九州エリア中国エリア

参考

全国計

地点超70

E-Flow; 2024/9/18 系統用蓄電池のマルチユース運用開始について
https://eflow.co.jp/news/?p=472

目標運用容量 1GW
（2030年時点）

https://eflow.co.jp/news/?p=472
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○Scope2改訂のパブリックコンサルテーションの反応は、アワリーマッチング要件化に対する不支持が70%であり、
主な理由は一律要件化への実現可能性・コスト懸念。

アワリーマッチング対応の懸念

N=

909
中立

7%

支持

22%

支持 懸念

インテグリティ • マーケット基準における報告の正確
性が高まる

• 企業間の比較可能性が高まる

• マーケット基準のインテグリティを確
保するための必須条件として合意
されていない

インパクト • 需給逼迫時やフレキシビリティが必
要な時間帯での非化石電源投資
に対し、的確な価格シグナルが形
成される

• 追加性要件がなければ、アワリー
マッチングによる排出削減効果は限
定的

• 市場参加を抑制する可能性

実現可能性 • 一部の地域において、アワリーマッチ
ングに必要な市場整備が進められ
ている

• 全ての地域で対応できる市場整備
がされていない

• 取引コスト、報告作業負担が増す

参考

不支持

70%

「アワリーマッチング＝いきなり24/7CFEを目指さないといけない」わけではなく、現状の算定・開示が最初のステップ。
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1. 再エネ調達は「年間」から「時間単位」へ

GHGプロトコル Scope2改訂等を背景に、再エネの評価は年間平均だけでなく、発電と需要の時間的な一致が

重要になる可能性。一律義務化の是非とは別に、時間単位の環境価値を評価する動きが進展。

2. 実証により、時間単位での可視化・管理が可能

複数電源・複数需要地の配分・マッチング、時刻別CO₂排出係数の算出を実証。

3. 時間粒度証明(GC)と蓄電池により、アワリーマッチングの適用範囲・価値が広がる可能性

バーチャルPPAへの拡張に加え、蓄電池によるタイムシフトで再エネ価値を高められる可能性。

まとめ

再エネ価値は量だけでなく、「いつ発電されたか」まで評価される時代へ
関西電力グループでは、PPA・非化石証書・時間単位のデータ管理・算定・開示、蓄電池運用を組み合わせ、価値向上を支援



Thank you.


	スライド 0
	スライド 1: 登壇者の経歴／概要
	スライド 2: なぜ今、アワリーマッチングか
	スライド 3: SBTi Ver2のアワリーマッチング要件
	スライド 4
	スライド 5: E-Flowの事業コンセプト
	スライド 6: 事業概要
	スライド 7: 従来の電力供給のイメージ
	スライド 8: これからの電力供給のイメージ
	スライド 9: E-Flowの再エネへの関与
	スライド 10: フィジカルPPA／バーチャルPPA
	スライド 11
	スライド 12: フィジカルPPAでのアワリーマッチング証明の取組み
	スライド 13: 実証の目的
	スライド 14: 複数の発電所・需要地に対する配分とマッチング
	スライド 15: 複数の発電所・需要地に対する配分とマッチング
	スライド 16: 時刻別CO2排出係数
	スライド 17: 時刻別CO2排出係数
	スライド 18: 同じ非化石価値でも、「時間」によって希少性が変わる
	スライド 19
	スライド 20: バーチャルPPAとアワリーマッチングの関係
	スライド 21: アワリーマッチングの方法論 非化石証書を活用したGCスキーム
	スライド 22: Energy Tagによるアワリーマッチングの方法論 GC Scheme Standard
	スライド 23: GC Scheme Standardでの規定
	スライド 24: 米国PJMによる同時同量証書の発行
	スライド 25: バーチャルPPAによるアワリーマッチング
	スライド 26: 蓄電池により「時間価値」を高める
	スライド 27: 今後あり得る蓄電池の利活用方法｜遠隔蓄電池の可能性
	スライド 28: E-Flowの系統用蓄電池運用リソース実績
	スライド 29: アワリーマッチング対応の懸念
	スライド 30: まとめ
	スライド 31

